
令和８年度シラバス                  学番 25 新潟県立新発田南高等学校 

教科 理科 科目 化学基礎 単位数 ２単位 

学科 普通科 
履修

学年 
1 学年 コース  

必修 

・選択 
必修 

教科書  改訂 化学基礎（東京書籍） 

副教材等  リード Light ノート化学基礎 三訂版（数研出版） 

 

グラデュエーション 

・ポリシー 

～卒業までにこのような資質・能力を育みます～ 

 

①自己実現に向けて主体的に行動し、目標達成のために継続的に粘り強

く取り組む能力と態度を育成する。 

②社会の一員として自己の責任を自覚し、他者と協働しながらより良い

社会の実現を目指す態度を育成する。 

③人権、差別問題等を正しく理解し、適切な行動をとることができる能力  

 と態度を育成する。 

カリキュラム 

・ポリシー 

～上記の資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います～ 

 

①進路目標に応じた情報収集や分析等により、生徒に現状と課題を認識

させ、進路実現への意欲を高め、自主的な学習活動を促す。 

②ＩＣＴの活用による学習効果を高める工夫や積極的な授業改善によ

り、生徒が「より深く分かる」授業を展開する。 

③探究活動を通じて、広い視野で物事を捉え思考する能力、課題解決に

主体的に取り組む姿勢を育成する。また、発表等の機会を活用し、企

画力やプレゼンテーション能力等の育成を図る。 

④人権に関する課題や多様性について理解を深め、課題を自らの事とし

て捉え、人権を尊重する行動がとれる資質を身に付ける。 

⑤生徒の人格を尊重した丁寧な指導や、内面に寄り添った支援等によ

り、自律的な行動への変容を促し、自己指導力を向上させる。 

 

学 習 目 標 

 

物質とその変化に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって

観察、実験を行うことなどを通して、物質とその変化を科学的に探究するた

めに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

(1) 日常生活や社会との関連を図りながら、物質とその変化について理解す

るとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基

本的な技能を身に付けるようにする。 

(2) 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 

(3) 物質とその変化に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養

う。 

 

指導の重点 

 

化学の役割や物質の扱い方を理解させるとともに、物質に対する関心を高め

る。自然の事物・現象の中に問題を見いだし、探究する課程を通して、事象を科

学的に考察し、導き出した考えを的確に表現できる力を身につけさせる。また、

物質の構成粒子を観察、実験などを通して探究し、基本的な概念を理解させ、物

質について微視的な見方ができるようにする。 

 



学 

 

習 

 

計 

 

画 

学期 
(時数) 

学習項目 学習内容(学習活動) 評価方法 

１学期 

（20） 

 

 

序章 化学とは何か 

 

１編 物質の構成 
１章 物質の成分と構成元素 

物質の成分 

 物質の構成元素 

物質の三態 

２章 原子の構造と元素の周

期表 

 原子の構造 

 電子配置と周期表 

３章 化学結合 

 イオンとイオン結合 

 分子と共有結合 

 金属と金属結合 

化学結合と物質の分類  

 

・物質は混合物と純物質、化合物と単体など

に分類されることを学習する。 

・物質の三態変化が熱運動の激しさが変わ

ることによっておこることを理解する。 

・元素について学習し、同素体の存在を理解

する。 

・原子の構造について理解する。 

・元素の周期律を理解し、周期表の成り立ち

について学習する。 

（中間考査） 

 

・イオンの生成について学習し、イオン結

合、イオン結晶について理解する。 

・分子の形成について学習し、分子からでき

る物質とその利用について理解する。 

・金属結晶について学習し、その利用につい

て理解する。 

・化学結合の種類によって、物質を分類でき 

ることを理解する。 

（期末考査） 

 

定 期 考 査

や小テスト

の成績、授業

への取組、発

表内容、レポ

ート等各種

提出物、振り

返りシート

などから総

合的に判断

し、評価す

る。 

 

２学期 

（24） 

 

２編 物質の変化 

 

１章 物質量と化学反応式 

 原子量・分子量・式量 

 物質量 

 溶液の濃度 

 化学反応式 

 

２章 酸と塩基 

 酸と塩基 

 水素イオン濃度と pH 

 中和反応と塩の生成 

 中和滴定 

 

 

・元素の原子量を理解し、分子量、式量の求

め方を学習する。 

・物質量とその応用を理解する。 

・物質の溶解と濃度について学習する。 

・状態変化に伴う熱運動のエネルギーの変

化と、気体の圧力について学習する。 

・状態変化と化学変化の違いを理解し、化学

反応式のつくり方とその応用を学習す

る。また、化学の基本法則を学ぶ。 

（中間考査） 

 

・酸と塩基の定義を理解する。 

・酸・塩基の強さと水素イオン濃度との関係

を理解する。 

・中和を理解し、塩の種類を学習する。 

・中和滴定の操作を習得し、量的関係を理解

する。 

（期末考査） 

 

定 期 考 査

や小テスト

の成績、授業

への取組、発

表内容、レポ

ート等各種

提出物、振り

返りシート

などから総

合的に判断

し、評価す

る。 

 

３学期 

（20） 

 

 

３章 酸化還元反応 

 酸化と還元 

酸化剤と還元剤 

金属の酸化還元反応 

酸化還元反応の応用 

 

－電池・金属の精錬－ 

 

・酸化・還元の定義を理解する。 

・酸化剤、還元剤について学習し、それらの

反応を理解する。 

・金属のイオン化傾向にもとづいて、金属の

反応性を学ぶ。 

・酸化還元反応の利用例として、電池や電気

分解の原理を学習する。 

（学年末考査） 

定 期 考 査

や小テスト

の成績、授業

への取組、発

表内容、レポ

ート等各種

提出物、振り

返りシート

などから総

合的に判断

し、評価す

る。 

 

計６４時間（５５分授業） 



評価の観点

の趣旨と 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

 

物質とその変化について、

基本的な概念や原理・法則

を理解し、知識を身に付け

ようとしている。また、科学

的に探究するために必要な

観察や実験などに関する基

本操作や記録などの技能を

身につけている。 

 

物質とその変化の中に問

題を見いだし、探究する

過程を通して、事象を科

学的に考察し、導き出し

た考えを適確に表現する

など、科学的に探究して

いる。 

 

日常生活や社会との関

連を図りながら物質と

その変化について関心

をもち、科学的な見方

や考え方を用いて主体

的に探究しようとして

いる。 

 

[評価方法] 

定期考査 

小テストの成績 

実験レポート 等 

 

 

上記の内容から総合的に

判断し、達成率が 80％以上

をＡ、79～50％をＢ、50％未

満をＣと評価する。 

 

 

[評価方法] 

定期考査 

実験レポート 

授業中の発言 

グループワーク 等 

 

上記の内容から総合的

に判断し、達成率が 80％

以上をＡ、79～50％をＢ、

50％未満をＣと評価す

る。 

 

[評価方法] 

実験への取組状況 

授業プリント 等 

 

 

 

上記の内容から総合

的に判断し、達成率が

80％以上をＡ、79～

50％をＢ、50％未満を

Ｃと評価する。 

学習の 

 

ポイント 

 

① 中学校理科との関連を考慮しながら、化学の基本的な概念の形成を図るとともに、

探究活動を通して化学的に探究する方法を習得し、科学的な思考力、判断力及び

表現力を育成する。 

② 物質の構成粒子については、物質の分離・精製の方法や物質の確認の反応などの

基本操作を扱う。原子は電子と原子核から成り立っていることを扱い、電子配置

は周期表の第３周期までの元素及びアルカリ金属、アルカリ土類金属、ハロゲン、

貴ガス元素を対象とする。また、イオンや分子の形成についても扱う。 

③ 化学反応については、化学反応式を用いて化学反応における物質の変化とその量

的関係について理解させる。化学反応式の係数の比が化学反応における物質量の

比を表すことを扱う。また、反応に関与する物質の質量や体積の間に成り立つ関

係を物質量と関連付けて扱い、物質の変化量を化学反応式から 求めることがで

きるようにする。 

④  酸・塩基、中和については、酸、塩基の強弱と電離度の大小との関係も扱う。

「酸と塩基」については、水素イオン濃度とｐＨとの関係にも触れる。「中和反  

応」については、生成する塩の性質にも触れる。 

⑤ 酸化還元については、電子の授受による反応を中心に扱う。また、代表的な酸化

剤、還元剤についても扱う。 

 


